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中央社保協は、９月７日から９日の日程で第４５回中

央社保学校を青森県で開催し、８団体・２６県、２７４

人が参加ました。

井上賢二代表委員・学校長の

開会あいさつ、大竹進青森社保

協会長の地元あいさつを受け、

社保学校が始まりました。

初日の第１学習講演は、都留

民子教授（広島県立大学）が

「平和と民主主義の土台である

社会保障、フランスの

事例から」と題して講

演され、第２講演とし

て、藤田孝典氏（ＮＰ

Ｏほっとプラス代表）

が「高齢者の貧困、下

流老人を提唱している

意味」と題してお話をされました。

二日目は、「社会保障入門と生存権運動」と題してシ

ンポジウムを開催し、井上英夫氏（金沢大学名誉教授）

の基調報告を受け、青森生存権裁判の原告や青森県生活

と健康を守る会、青森社保協などがパネリストとして青

森の生存権のたたかいについて報告し交流を行いました。

午後からは、第３講演として冨田宏治氏（関西学院大

教授）が、「保革を超え、情勢を切り拓く共同を」と題

して講演を行いました。

終日は、フィールドワークとして、ハンセン病施設

の松丘保養園・三内丸山遺跡の施設見学を行いました。

臨時国会冒頭解散の動向が明らかになった９月２

０日、第３回定例都議会開会日行動が行われ、全都

から２５０人が都庁前に駆け付けました。

開会日行動は、寺川東京社保協事務局長の司会で

進められ、森田稔東京地評議長が主催者あいさつを

行い、日本共産党都議団から里吉ゆみ都議が都議会

をめぐる情勢報告を行いました。引き続き、「ぜん

息患者医療費助成制度の継続と拡大を」東京公害患

者と家族の会の秋元副会長、「定時制高校の存続を」

雪が谷高校定時制高校の存続を求める会の伊藤さん、

「東京五輪に便乗した豊洲移転問題・晴海土地投げ

売り問題」で臨海都民連の市川事務局長、「核兵器

禁止条約の批准問題」で東京原水協の石村事務局長

が訴えました。 後

に、都知事室に向け

てシュプレヒコール

を行い、個人請願行

動を実施しました。

この行動の前段で、

東京社保協として都知

事要請を、都老協・障

都連・事務局で行いま

した。



大田社保協は９月２０日、

街頭なんでも相談会を蒲田駅

西口で開催しました。

相談会には、「月２０万の

年金収入があるが、住民税の

滞納があるため１２万位天引

きされてしまうことへの怒り」や「ネットカフェ生

活」の相談など、生活・医療・法律など８件の相談

が寄せられました。この相談会には、８団体１４人

が参加して対応しました。

（大田社保協 野口修二事務局長）

９月２２日、第２８回東京

高齢者のつどいが杉並公会堂

（全体会）と東京土建杉並支

部（分科会）で開催され、の

べ１１００人が参加しました。

午前中の、「高齢者のねが

いと要求を実現する地域連絡会つくり」「ひとりぼっ

ちにしない、させない」「若者・現役は高齢者に何

を思うか」などの分科会のは会場一杯の３００人が

参加して学習と交流を行いました。

午後からは、会場を杉並公会堂に移動して全体会

が開催されました。つどい実行委員長の吉田一夫さ

ん（練馬高連）の主催者あいさつを受け、来賓とし

て日本高連・小嶋満彦代表委員、東京母親大会連絡

会・八巻暁美代表委員、政党から、日本共産党・山

添拓参議院議員、東京生活者ネットワーク・西崎光

子前都議会議員があいさつを行いました。

つどいの基調報告を菅谷正見東京高連事務局長が

行い、東京で開催された第３０回日本高齢者大会以

降の東京の運動の到達点と課題、今後の取り組みな

どについて報告しました。

文化プログラムを経て記念講演が行われ、日野秀

逸氏（東北大学名誉教授）が「安心して暮らせる社

会と社会保障の充実を目指して」講演を行いました。

後に、世代間の連帯・地域に根ざした運動に取り

組む「つどい及び総選挙に向けたアピール」を採択

し、福井典子・東京高連副会長が閉会あいさつを行

いました。

築地市場の豊洲新市場への移転中止と築地市場の

再整備を求める「豊洲移転中止署名をすすめる会」

は、都議会第３回定例会開会日の９月２０日夕方、

都庁・都議会前で抗議行動を実施し、１３００人が

参加し都庁に向かってアピールの声をあげました。

市民が次々と宣伝カーから発言、「無害化できな

ければ移転しないと言っていたのに強行するのは許

せない」（日本消費者連盟・杉浦さん）、「都民は

移転していいと言っていない」（調布市在住・蔵貫

さん）。築地の仲卸や飲食業者も駆けつけ、「そん

な危険な豊洲市場では仕事ができない」（築地女将

さんの会・山岸さん）と業者の本音を語りました。

都議会会派からは、日本共産党都議団と生活者ネッ

トワークが参し、「移転を許さない世論を広げよう」

などと挨拶しました。参議院議員の吉良よし子議員

も参加し「現場の声を無視して移転強行は許されな

い」と発言しました。

小池知事は、この日の都議会所信表明で「豊洲市

場への早期移転に向けた取り組みを加速する」と表

明。しかし、豊洲の地下水から環境基準の１２０倍

ものベンゼンやシアン化合物も検出されるなど、都

民の不安は払拭されるどころか、益々広がっていま

す。都が進める追加対策は、多くの有識者から欠陥

との指摘がなされており、移転などありえません。

移転中止・豊洲再整備の声を広げていきましょう。

（東京地評常幹 阿久津 光）
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渋谷社保協は８月２５日、第２６回総会を開催

し６５人が参加しました。

総会は、福井会長が開会あいさつを行い、東京

社保協の相川事務局次長と共産党区議団の苫孝二

区議からの連帯のあいさつを受けました。

嘉瀬事務局長が活動総括・方針を提案。毎区議

会への請願行動、何でも相談会の定期的開催、学

習・宣伝・署名行動など１年間の活動を振り返り

ました。方針では、地域で医療・介護・社会保障

の改悪を許さないために取り組みを強化しながら

奮闘すること、当面の課題として９月議会で国保

料の引き下げを請願するために、個人署名に取り

組むことが提起されました。

討論では、代々木法律の林弁護士から「社会保

障の改悪が続いているが、闘って勝ち取ったもの

もある。住宅セーフティ

ネット法が改正され、住

宅弱者に対する家賃助成

などの支援が強化されて

いる。小さな改善だが、

息の長い運動で大きな成

果を作り出そう」と発言。

都立広尾病院を守る会の

金井さんからは、「広尾

病院は移転ではなく現地

立て替えとなった。しかし、地域医療構想もにら

み、新病院では急性期など７８床削減される。地

域の医療支援機能は残るが、これから独立法人化

が浮上しており阻止して

いきたい」と報告しまし

た。

その他、年金者組合や

フロアからの発言を受け、

総括・方針案、予算、役

員体制などを全体で承認

し、 後に、「安倍内閣

打倒、充実した社会保障

の実現を目指す」特別決

議を採択し総会を終了しました。

総会の第２部の記念講演は、東京社保協の相川

事務局次長が、「どうなる介護保険・総合事業」

と題して講演しました。

（渋谷社保協ニュース等より）
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９月１４日、定

例の巣鴨駅前「４

の日」宣伝行動を

実施し、各団体か

らの参加者が次々

とマイクを握り、

約１時間の間途切

れなく訴えを行い

ました。

この行動には、東京社保協から２３人（内東

京土建１８人）、中央社保協から７人の合計３

０人が参加し、署名ハガキ付きティッシュ２０

００個配布し署名を３４筆集約しました。あわ

せて「医療・介護なんで

も相談」を行い１件の相

談が寄せられました。

なお、次回予定してい

た１０月１４日の宣伝

は中止し、１１月１４

日（火）の１２時から

巣鴨駅前で宣伝を行う

こととします。


